
梵釈寺（ぼんしゃくじ）

本尊観世音菩薩坐像（宝冠阿弥陀如来）は、

平安時代の作で重要文化財。境内の石造宝篋

印塔は、鎌倉時代嘉暦３年（１３２８年）の

造立で国の重要美術品です。謄写版（ガリ

版）の発明者堀井家の菩提寺でもあります。

　所在地　東近江市蒲生岡本町185

東近江地域鳥獣被害防止計画

イノシシ、サル、シカ、ハクビシン、カラス

などの鳥獣が農作物や家屋等に被害を与えて

おり大変困ってます。そこで、鳥獣による水

稲や野菜等の被害防止のため東近江地域で広

域の被害防止計画を策定し相互に連携して効

果的な対策をすすめています。


